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CM71-10127-2T1

正誤表 

MB91260B Series ハードウェアマニュアル 第2版(CM71-10127-2)に対する正誤表です。 

FR60Lite 

32ビット・マイクロコントローラ 

MB91260B Series 

ハードウェアマニュアル 
2009.4.1 

※    ：訂正箇所 

日付 ページ 項目 訂正内容 

2009/ 

4/1 

25 2.1 「■ デバイスの使用上の注意」に，以下の  で示す項目を追加。 

 

● 同期モードのソフトウェアリセットについて 

同期モードのソフトウェアリセットを使用するときは, STCR ( スタンバイ制御レジスタ) の

SRST ビットに"0" を設定する前に, 以下2 つの条件を必ず満たしてください。 

・割込み許可フラグ(I-Flag) を割込み禁止(I-Flag=0) に設定する。 

・NMIを使用しない。 

 

 

2009/ 

4/1 

74 3.11.1 「● PLL 逓倍設定」から，以下の  で示す文を削除。 

 

● PLL 逓倍設定 

PLL 逓倍率設定を初期値より変更する場合, プログラム動作開始後, PLL を動作許可する前また

は同時に設定してください。逓倍率変更後は, ロック待ち時間経過後にソースクロックを切り換

えてください。この際のPLL ロック待ち時間は, タイムベースタイマ割込みを使用することを推

奨致します。動作中にPLL 逓倍率設定を変更する場合, いったんソースクロックをPLL 以外に切

り換えてから変更してください。逓倍率変更後は, 上記と同様にロック待ち時間経過後にソース

クロックを切り換えてください。 

PLL 逓倍率設定の変更を, PLL 使用中に変更することも可能ですが, この際は逓倍率設定書換え

後から自動的に発振安定待ち状態に遷移し, 設定された発振安定待ち時間が経過するまでの間

はプログラム動作が停止します。PLL 以外にクロックソースを切り換えた場合は, プログラム動

作は停止しません。 
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81 3.11.6 「■ RSRR : リセット要因レジスタ/ ウォッチドッグタイマ制御レジスタ」の「[ ビット11] SRST 

(Software ReSeT occured)」に，以下の  で示す文を追加。 

 

[ ビット11] SRST (Software ReSeT occured) 

STCRレジスタのSRSTビット書込み (ソフトウェアリセット) によるリセット (RST)の発生の有

無を示します。 

同期モードのソフトウェアリセットの使用に関してはTBCR ( タイムベースカウンタ制御レジス

タ) のbit9:SYNCR ビットの制限事項を参照してください。 
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日付 ページ 項目 訂正内容 

2009/ 

4/1 

86 3.11.6 「■ TBCR : タイムベースカウンタ制御レジスタ」の「[ ビット9] SYNCR (SYNChronous Reset enable)」

に，以下の  で示す注意事項を追加。 

 

＜注意事項＞ 

同期モードのソフトウェアリセットを使用するときは, STCR( スタンバイ制御レジス

タ)のSRST ビットに"0" を設定する前に, 以下2 つの条件を必ず満たしてください。 

・割込み許可フラグ(I-Flag) を割込み禁止(I-Flag=0) に設定する。 

・NMIを使用しない。 

 

 

 


